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住  所：岐阜県安八郡安八町氷取３０ 

お問合せ：０５８４－６３－１５１５ 

令和２年度 ５月号 No.79 

 

江戸時代の漢詩人 後
ご

藤
とう

松
しょう

陰
いん

 

 

元治元年（1864 年）10 月 9 日 68 才で病没し、大阪北区の天徳寺に葬られました。 

生涯、多くの著書を残し、書幅
しょふく

は町文化財に指定されています。 

 

※１ 頼
らい

山陽
さんよう

・・・江戸時代のベストセラー「日本外史」の著者で、天皇を尊び外敵

を撃退しようとする思想「尊
そん

王
のう

攘
じょう

夷
い

」を作りあげた。 

▲松陰の書幅（文字の書かれた掛け軸） 

 

後藤松陰は、寛政 9 年(1797 年)1

月 8 日森部村後
ご

藤
とう

玄
げん

中
ちゅう

の二男とし

て生まれ、幼少の頃から神童と称さ

れました。 

16 歳の時には、大垣の儒学者、 

菱
ひし

田
だ

毅
き

齊
さい

に学びました。その後、 

京都に上がり、文化 12 年（1815 年） 

正月、頼
らい

山陽
さんよう

 ※１の門に入り高弟と 

なり、大阪に塾を開いて英才の指導 

にあたりました。 

 

ハートピア安八  
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